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-韓日両言語の比較対照の観点から一
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1.はじめに

本稿では、韓日両言語におけるく結果状態〉を表わす「テイル形JJ)の対応形式に見られ

る相違について考察する。出来事が終わったあとのく結果状態>を表わす形式として、韓国

語にはじ叶~- (eo iss)/・22 ~ -(g02 iss)J 2)形が、日本語には「テイル」形があること

がよく知られている(例l、例2)。

(1) a. 守吾01呈丑_3l旦.(changmun-i yeollyeo issda}) 

b.窓が聞いている。

(2) a. 0ト令ロHラ噂ヨ斗旦司♀三三号盆主~.

(Ayumineun pingkeusaeg beulla-useuleul ibgo2 issda.) 

b.亜由美はピンクのブラウスを差エヒ豆。

しかし、話し言葉になると必ずしも例(1)(2)のように、日本語の「テイノレj 形と韓国語の

「・叶対-(eo iss)/・22 ~- (g02 iss)J形とが絶対的に対応しているとは言えない場合があ

る。すなわち、例(3)(4)のように日本語の「テイノレj に韓国語の過去形のに匁ー (eoss)/ー史上

(ass)/ー対ー (yeoss)J形が対応する場合がある。

(3) (雨が降っているのに、太郎の部屋の窓が開いているのを見つけて母が)

a. E十豆♀01=，守吾{雪景斗1/哲司誠司}

Taro-ya、changmun{yeollyeossne/ yeollyeo issne}. 

b.太郎、窓{*開いたよ/開いてるよ}。
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(4) (さつきまで、降っていた雨が止んでいるのに気づいて)

a. 叶， J:ll {ユ損叫/?*ユ神~叶l}

eo， bi {geuchyeossne/?*geuchyeo-issne}. 

b あ、雨戸止んだ/止んで、る}。

(例3)と(例4)は、それぞれ「窓が開いている状態が続いているj または「雨が止んでい

る状態が続いている」というく結果状態〉の相的意味を表わしている。上の例から窺えるよ

うに、同じく結果状態>を表わすのに韓国語では、日本語の「テイノレ」の他に、過去形の仁

妓ー(巴oss)Jが対応する場合もある。以下では、どのような環境で日本語の「テイル」に韓

国語の r_叶公-(eo iss)Jが対応し、またどのような環境でに匁・ (eoss)J が対応するかに

ついての考察を行う。ただし、活動動詞の進行(テイル)形は、く動作継続〉を表わすので、議

論の対象としない。

2.両言語における「テイル形』の対応関係

上で述べたように、く結果状態〉を表わす日本語の「テイル」形に対応する韓国語の表

現形式には、次の二つの場合が考えられる。すなわち、結果状態形の仁叶~・ (eo iss)/・

..iL2 ~- (g02 iss)Jが対応する場合と、過去形の「・匁・ (eoss)Jが対応する場合である。以

下では、それぞれの対応形式について具体例を挙げながら考察する。

2.1 íー叶~- (eo iSS)/-..iL2 ~- (g02 iss)Jが対応する場合

く結果状態>を表わす日本語の「テイノレ」に対応する韓国語の表現形式のうち、結果状

態形のに叶~- (eo iSS)/-..iL2 ~- (g02 iss)Jが対応するのは、次のような例である。

(5) (道にl万円札が落ちているのを見て)

a. 叶!吾{?唱叶;zヰ/望叶オヌlヰ}.

eo! don {ワtteol-eojyeossda/tteol-eojyeo issda}. 

b. オヤッ、お金が{?落ちた/落ちてる}。
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(6) (司会者が田中さんを紹介するとき)

a. .2..量斗L十ヲト机!と唾社玉司丘署{*唱~合斗ヰ/泊五録音叶斗}.

oneul danakassineun ppalgan deuleseuleul {*ibeodsseumnida/ibkko 

idsseumnida} . 

b.今日田中さんは赤いドレスを付着ました/着ています} (生越 1995: 192) 

上の例は、ともに日本語の「テイルj に韓国語の過去形が対応すると不自然な文になるか

非文となる。生越 (1995)は、韓国語の f-叶対-(eo iss)jが日本語の「テイル」に対応す

る条件として、変化の成立自体が重要であるか、それとも変化の結果状態の存在が重要で

あるかをもって前者にフォーカスが当てられる場合は過去形のに~- (eoss)jが、後者に

フォーカスが当てられる場合は「ー叶鉱・ (eoiss)jが用いられると述べている。

また、生越 (1997) には、日本語の「テイルJ に韓国語の過去形(・~・ (eoss))が対応する

場合と、結果状態形(・叶宝A-(eo iss))が対応する場合について、次のような説明が見られ

る。

る。

朝鮮語では、自の前の状況について、その状況が生じる際の経緯が把握で

き、その状況を変化後の状態と位置づけられたとき、つまり、その状況を

ある出来事の結果部分として把握したときには過去形が使える。その経緯

が把握できず、自の前の状況の位置づけがうまくできないとき、つまり、

その状況をもとにして一つのまとまった出来事を再構築できないときには

結 果状態形を使う。(生越 1997: 146) 

しかし、次のような例は、一見すると上記の生越の議論に矛盾しているように思われ

(7) (戦争現場で記者が)

a. 1之入1と安材型首会 λ干す吾01{?号気合叶斗/号叶まl合斗ヰ}.

bosineun geoscheoleom manh-eun salamdeul・i{てjug-eoss・seubnida/jug-eo

iss-seubnida}. 

b. ご覧のとおりたくさんの人々が死んで、います。
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(8) (台風が過ぎ去った現場で記者が)

a. Cヰア1 叶1 王 3-'司~叶也 01 {??ヰλH1合叫斗/芋λ1玉司会i合斗ヰ}.

yeogi-edo 3cheog-ui eoseorトi{??buseojyeoss-seubnida/buseojyeo iss・seubnida}.

b.ここにも三隻の漁船がつぶれています。

例(7)の「たくさんの人々が死んでいる」という状況は戦争の結果として起きた出来事

であると把握でき、また、例(8)の「漁船がつぶれている」という状況も台風が通りすぎっ

た結果として起きた出来事であると把握することができる。つまり、例(7)と(8)は、その状

況をある出来事(戦争と台風)の結果部分として把握しているのにもかかわらず過去形のに

匁ー (eoss)Jではなく、結果状態形のに叶玖・ (eoiss)Jが使われている。ただし、この場

合の「ー叶 虫ー (eo iss)J は出来事を一つのまとまりとして報告・伝達しているという意味

合いが強く感じられる。

次に、生越 (1997) にも述べられているように、その出来事の具体的な情報量によっ

て、過去形と結果状態形の使い分け方の予想が可能である。例(9)と(l0)の相違は、その手

袋に関する情報量に差が見られるという点である。つまり、 (9)の例では問題の手袋が誰の

ものであるかという情報が欠けているが、 (10)の例では落ちている手袋がBのものであると

いう情報が満たされている。このことは、 (11)(12)の例にも当てはまる。

(9) (喫茶庖でAB二人が話している。話が終わって立とうとしたら、テーブルの下にA

のものでも8のものでもない、誰かの手袋が落ちているのにAが気づいて)

a.す社{?哩叶うま叶1/唱叫A:j ~叶}

janggab {?tteol-eojyeossne/ tteol-eojyeo issne}. 

b.手袋{?落ちた/落ちてる}。 (生越 1997: 145) 

(10) (喫茶店でAB二人が話している。話が終わってAが立とうとしたとき、テーブルの

下にBの手袋が落ちているのに気づいた。 Aがまだ、座っているBに対して)

a.す社{喧叶忍斗/?唱叶オ鼠斗'])

janggab {tteol-eojyeossda/ ?tteol-eojyeo issne} 

b.手袋{?落ちた/落ちてる}。 (生越 1997: 145) 
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(11) {道にl万円札が落ちているのを見て)

a. 叶!吾{?唱。13設斗/唱叶オ~ヰ}. 

eo! don {?tteol-eojyeossda/tteol-eojyeo issda}. 

b.オヤッ、お金が{?落ちた/落ちてる}。

(12) (太郎と次郎が道を歩いていたら、前の人のポケットから財布が落ちた。太郎が財

布を落とした人に)

a.スl社{唱叶3誌と吋1丘/?唱叶h'j訟を司ll.}. 

jigab {tteol-eojyeossneunde-yo/ ?tteol-eojyeo issneunde-yo}. 

b.財布{落ちましたよ/?落ちてますよ}。

上記の例から分かるように、情報量が欠けている場合は、過去形の r_~・ (eoss)J が、

情報量が満たされている場合は、結果状態形のに叶~- (∞ iss)Jが、日本語の「テイ

ノレJにそれぞれ対応すると言える。言い換えれば、情報量が欠けているということは、そ

れほど主観的に出来事を判断するしかないが、情報量が満たされているということは、出

来事を客観的に判断できるということを意味する。出来事に対する主観性と客観性に関し

ては、生越の議論にも見られる(詳しくは、生越 (1995: 197)参照)。

(13) a. 0}7jトヰ司司註叶l スト号ヌトアト{?唱景叶1/唱寺~ ~叫}.

akkabuteo jib-ap-e jadongchaga {?meomchwossne/ meomchwo issne}. 

b.さっきから家の前に車がけ止った/止っている}。

(l4) a.叶対l平司守吾01{?望現ヰ/宮司~ヰ} • 

eojebutωchangmun-i {?yeollyeossda/ yeollyeo issda}. 

b.昨日から窓が{?開いた/開いてる}。

例(13)(14)は、くさっきから、昨日から〉などのような副調句から、過去のある時点から

発話時点まで、過去の出来事が現在まで影響を及ぼしているということを読みとることが

できる。このように、過去のある出来事が発話時の現在まで強い関連性をもっとされる場

合は、過去形の「・~・ (eoss)J とは共起しない。

以上のことから、く結果状態〉を表わす日本語の「テイル」に、韓国語の r-叶対-(eo 

iss)Jが対応するためには、少なくとも次の三つの条件のいずれかが満たされなければなら

ないということが分かる。
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(15) a.出来事を一つのまとまりとして客観的に報告・伝達する場合(例7、例8)。

b.出来事に対する十分な情報を持っていない場合(例9、例11)。

c.過去の出来事が発話時点においても依然として(または、強し、)関連性をもっと

される場合(例13、例14)。

2.2過去形の r-~ -(eoss) J が対応する場合

出来事が終わり、その結果が継続されているというく結果状態>の読みは到達動詞

(achievement verbs) と達成動詞 (accomplishment verbs) でしか得られない(例16)。しか

し、日本語の達成動詞とは違い、韓国語の達成動詞の場合は、その出来事のく結果状態>の

読みは過去形の「ー匁幽 (eoss)J でしか表わせない(例17、例18)。

(16) a. 太郎が歌っている。

b. 猫が死んでいる。

c. 亜由美は100メートルを走っている。

(17) 太郎は5冊の本を読んでいる。

a. *型宇とヰ受君主1~司会単旦~.

く活動動調(動作継続)>

く到達動詞(結果状態)>

く達成動詞(結果状態)>

cheolsuneun daseosgwon-ui chaeg-eul ilggo2 issda. 

b. 型牛とヰぞえ丑三1:&J告単盆:1.

cheolsuneun daseosgwon-ui chaeg-eul ilg-eossda 

(18) 太郎は100メートルを走っている。

a. *型宇七 100ロJEi号昔司王工フ tiヰ.

cheolsuneun 100mit巴oleuldalligo2 issda. 

b. 霊牛と 100ロ1叶吾呈豆:1.

cheolsuneun 100miteoleul dallyeossda. 

このことから、従来の i<結果状態>を表わす日本語の「テイル」に、韓国語の自動詞の

場合は i-oi 宝l-(eo iss)Jが、他動調の場合は r-.Jl2まl-(g02 iss)Jが、それぞれ対応す

るj という一般化は、再考が必要であると言える。
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(19) (さっきから激しい雨が降っていたが、しばらくしたら雨が止んだ。それに気づい

た太郎が)

a. 1:1] {ユ忍ヰ/?ユ荷主lヰ}.

bi {geuchyeossda/?geuchyeo issda}. 

b.雨が止んでる。

(20) (買ってきたミカンを食べようとしたところ、腐っているのに気づいて)

a. {伺匁叶]/?伺叶蚊叶I]}.

{sseog-eossne/ ?sseog-eo issne} 

b. {?腐った/腐ってる}。 (生越 1997: 139) 

一般に、過去形は、現在との関わりの薄い(または、なしつ単なる過去の出来事を表わ

す、と言われている。 4)上記の例がその典型的なタイプであると思われる。とりわけ、韓

国語の場合、く結果状態〉は f-叶 対- (eo iss)J よりは過去形の f_~・ (eoss)J で表わされ

るイ頃向があるようである。 5)

(21) (電車の中で、前の座席の人の財布が落ちたのを見てすぐ、落とした人に)

a.スl昔0]{哩叶忍七吋].R/?唱叶~ ~と吋I] .R}.

jigab-i {悦01・eojyeossneunde-yo/?伽ol-eojyeoissneunde-yo}. 

b.財布が{落ちましたよ/?落ちてますよ}。 (生越 1997: 140) 

(22) (太郎が溺れているのを見つけた次郎が)

a. <>j，省令アト量斗1] {叫忍斗/?叫~ ~斗}.

eo， cheolsuga mul-e {ppajyeossda/?ppajyeo issda}. 

b.オヤッ、太郎がけ溺れた/溺れている}。

前述したように、発話者が出来事に対してどれほどの情報を持っているのかによって結

果状態形のに叶蚊ー (eo iss)J と過去形の「・~・ eossJ の使い分けが決められる場合があ

る。 (21)と(22)の例がそれに当たる。 (21)と(22)の例では、それぞれ〈前に座っている人の財

布〉、く溺れているのは太郎である〉という十分な情報があるので結果状態形のに叶滋-

(eo iss)Jではなく過去形のに匁ー (eoss)Jとして表わされる。
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そして、回想や経験を表わす「テイルJ は、すべて過去形の「・~・ (eoss)J として表わ

される(23、24)。それは、もともと韓国語には日本語の「テイル」とまったく同じ形で、

回想や経験を表わす「テイル形j がないことから起困するものと見られる。 6)

(23) a. ~詞七草占有{召喜憩ヰ/キ吾喜許o:j ~ヰ}.

yeonghuineun beolsseo {gyeolhonhaessda/*gyeolhonha-yeo issda}. 

b. 花子はもう結婚している。

(24) a. 霊牛とユ司会 3唱祖叶11 {~i~ヰ/*~i Jl2 ~ヰ} • 

cheolsuneun geu chaeg-eul 3iljeon-e {ilg-eossda/*ilggo2 issda} 

b. 太郎はその本を三日前に読んでいる。

以上の議論をまとめてみると、く結果状態〉を表わす日本語の「テイル」に韓国語の過去

形の「・~・ (eoss)J が対応するのは、次の四つの場合である。

(25) a.達成動調 (accomplishmentverbs)の場合(例17、例18)。

b.発話時との関連性が薄い(または、ない)場合(例19、例20)。

c.出来事に対する十分な情報が満たされている場合(例21、例22)。

d.回想や経験を表わす場合(例23、例24)。

3.おわりに

本稿では、く結果状態〉を表わす日本語の「テイルJに、韓国語の「・叶 ~- (eo iss)J と

過去形の「・匁・ (eoss)Jの対応関係について考察した。本稿で論じたことをまとめてみる

と以下のようになる。

A. f_叶~- (eo iss)Jが対応するための条件

a. 出来事を一つのまとまりとして客観的に報告・伝達する場合。

b. 出来事に対する十分な情報を持っていない場合。

c. 過去の出来事が発話時点においても依然として(または、強い)関連性をもっとさ

れる場合。
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B. r-対・ (eoss)Jが対応するするための条件

a.達成動調 (accomplishmentverbs)の場合。

b.発話時との関連性が薄い(または、ない)場合。

c.出来事に対する+分な情報が満たされている場合。

d.回想や経験を表わす場合。

本稿で主張したいのは次の二つの点である。一つは、日本語の「テイルj に韓国語の結

果状態形の「・叶対ー (eoiss)Jが対応する条件として、生越(1997)には「その状況をも

とにして一つのまとまった出来事を再構築できないときには結果状態形を使う」と議論さ

れているが、そうでない例も見られる。もう一つは、今まで日本語の「テイノレJに、韓国

語の自動詞の場合は「・叶訟ー (eoiss)Jが、他動調の場合は「・a2~ -(g02 iss)Jが、それ

ぞれ対応すると言われてきたが、達成動詞 (accomplishmentverbs) の場合は必ずしもそう

であると言いきれない場合がある。本稿では、両言語のく結果状態〉を表わす「テイル形j

の使い方に見られる相違について論じたが、両言語のアスペクトの全体相の比較対照が必

要であると思われる。それに関しては、今後の課題にしたい。

注

1) 日本語の「テイルJ形と韓国語のに主主1-(go iss)J形、 r _叶~- (eo iss)J形につい

て、特に区別を必要としない場合は「テイル形Jと総称する。

2)出来事が終わってその結果が続いているというく結果状態>を表わす日本語の「テイルJ

に対応する韓国語の対応形式は、主に仁叶妓-(eo iss)Jである。 r・a2 ~・ (g02 iss)Jが

対応する場合もあるが、これは「唱ヰ(着る)J r ~ヰ(履く )J などの再帰動詞と結合した

場合に限られている。〈進行〉を表わす「テイル」に対応する韓国語の表現形式の「・al 対

(gOl iss)J と区別するため、本稿ではく結果状態〉を表わす「テイルj に対応する韓国語

の表現形式を朴 (1998)に倣ってにa2凱・ (g02iss)J と表記する。

3)韓国語のローマ字表記は、新しく改正された(文化観光部告示第2000.7.7)表記に拠っ

ている。
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4) r過去形Jの文と「完了形」の文との間に見られる意味上の違いについて、町田 (1989

: 14)は次のように述べている。

「過去Jと「現在完了Jの違いは、前者が過去の事象を発話時点と関わり

のないものとして提示するのに対し、後者では、事象が過去に成立してい

ても、その結果が発話時点においても何らかの形で残っているものとして

提示するということである。従って、同じ事象であっても、発話者がその

結果が発話時点における状況に影響を与えていると考えれば「現在完了J

が使用されるし、そうでなければ「過去Jが使用されることになる。

5) 生越 (1997)と宋 (2001)に、詳細な分析が行なわれている。特に宋 (2001: 70)には

日本語と韓国語の地の文からのそれぞれ1800例を対象とした用例の比較が見られる。

6)回想、や経験を表わす日本語の「テイルj形に対応する韓国語の形式については、伊藤

(1990)、豊田 (2001)なども参照すること。
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